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qdaair aafdand dafaab qaadas dafdaum dafaab dafadak
狭く小さな場所がおとなしいのは悪く、長期間少ない出入だった。
豊かな家は常に広く強かった。

daqda nadaqdaum aadasaum dafaadaum padaum aadafb
自立の小さい無自立家は放置希望で、長期の家は離れた家と幾らか争った。

nadaqaab nadaqdas aab dafaab fadasb
自立的で無く無自立な出入は全て長期のフアダ国だった。

daum k aatb daqdak daand daqbab nadaqab
家は後に人を増やし自立が強く、小さいが自立領土となり費用はいらなかった。

nadaqb sand
支配の無い国土であった。

gdaumsand daumpab badaum sb dafb badar nadafbs sairdas
外の家の国土では家の判断は家毎の国であった。
争いは農地毎であり、争いの無い集まりは集合地に出入した。

said daqaum aab nadaqaadarb saab qdaqbsand badad
長老は自立希望が全てであった。自立的で無い農民は色々な人で、
少し支配した国土では小さな指導に従った。

dafaab sand bsaid bqdaum daqaab daqdaums sb fand
長期の国土には決まった支援があり、
古い家は自立的で自立希望を集め国の支えとなった。

faafdas dafaum fadar bfaum baadafaum bada nadafab
裕福な良い出入は豊かな希望で、遠い農地の新しい希望だった。
纏まった豊かな希望だが、約束は広くはなかった。

bdaum aab qaatb qaadar saum
人は家が全てで、貴重な国や貴重な農地では、指導者であった。


